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165バドミントン愛知

　令和6年4月より理事長に就任いたしました井上龍と申します。
　前任の朝倉理事長が日本バドミントン協会の中枢として活動拠点を東京に移さ
れ多忙となったことにより、任期途中での交代就任となりました。
　微力ではございますが、本会の発展に力を尽くして参りたいと念願しております。
　会員の皆様、関係の皆様にはご支援ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上
げます。

昨年から新型コロナ感染症による影響が緩和され、各種大会、イベント、会議等の行事も制限な
く開催されるようになり、バドミントンも活発な活動ができるようになりました。
今年度の重点事業計画は、①国民スポーツ大会と第1種大会（全国大会）でのメダル獲得、②

ジュニア指導者の養成拡大と次世代強化指定選手の発掘・育成、③各種大会の運営準備、円滑
開催を中心に進めていきます。
また、2026年に愛知県で開催される第20回アジア競技大会の成功に向けて、体制の整備を開始

してまいります。
強い愛知を目指し、会員本位の協会活動を推進してまいりますので、皆様のご協力を重ねてお願

いいたします。

令和5年度愛知県バドミントン協会年次総会が、令和6年4月21日（日）刈谷市産業振興センター小ホールにお
いて78名の出席のもと開催された。
開始に先立ち、特別功労賞2名、功労賞1名、特別技能功労賞2
名と1団体、技能功労賞7名と2団体の表彰があり、また、賛助会奨
励賞が10名と6団体に対して渡された。
総会は、令和5年度の全体事業報告に続き、各専門委員会、各
加盟団体の報告があり、協議事項では、令和5年度決算、令和6年
度全体事業計画、専門委員会事業計画及び予算が提案され、いず
れも承認された。

＝令和5年度愛知県バドミントン協会総会開催＝

ア．オール愛知の精神のもと、国民スポーツ大会と第1種大会でのメダル獲得増を目指す
イ．ジュニア指導者の養成拡大と、次世代指定選手の発掘・育成を図る。併せて質の高い育成環境を追求
　　する
ウ．第3次基盤強化活動を通して業務の効率化やレベルアップを図る
エ．第20回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）の成功に向け、体制の整備を開始する
オ．国民スポーツ大会第45回東海ブロック大会を円滑に開催する

令和６年度愛知県バドミントン全体事業計画

理事長就任の挨拶
愛知県バドミントン協会　理事長　井上龍
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特集 明日へ駆ける
第40回　若葉カップ全国小学生バドミントン大会　愛知県予選会

令和6年5月4日（土）メディアス体育館おおぶにて開催され
ました。
男子は初戦より大波乱。38回、39回大会に愛知県代表

として出場し、全国優勝を果たした西尾ジュニアが今大会
も本命と思われていた中、Aブロック初戦で僅差ではあるが
まさかの敗退。その勝者、師勝ジュニアがリーグトップで決
勝に進出。Cブロックからは愛知県予選会2年連続準優勝
だったはりーあっぷジュニアに勝利したTOYOKAWA 
Jr.B.Cが決勝に進んだ。5年生ダブルスがファイナルゲーム
までもつれ込んだ決勝戦はTOYOKAWA Jr.B.Cが制し、
全国大会への切符を手にしました。
女子は38回、39回に全国大会で優勝・準優勝を決めた

はりーあっぷジュニアが今大会もあぶなげなく試合を進め、
全国大会への出場を決めました。
8月に京都府長岡京市で行われる全国大会では、実力を
発揮し思い切りのよい試合をしてほしいです。 　　　　　
　　　　　　　　　　　　 （小学生連盟　鈴木由紀江）

令和６年５月18、19、25，26日に、パロマ瑞穂アリーナや他体育館で、８月に佐賀県で行われるインターハ
イに向けた県予選大会が開催された。今年は力のある選手が様々な学校に分散していることもあり、１回戦か
ら予断を許さないマッチが続き、1本のラリーの結果でチームの勝敗が変わるような緊迫した展開が多く見られた。

初日に行われた学校対抗戦決勝は,男女ともに名経大市邨高校と、岡崎城西高校の対戦となった。
男子は両校ともに準決勝まで相手を寄せ付けず危なげなく3－0のストレートで勝ち上がってきた。決勝の1複

は中村・樫尾（市邨）、加古・植木（城西）の対戦で、個人戦でもよく顔を合わせる組み合わせとなった。昨年
度個人戦で総体へ行っている加古・植木に対してだが、昨年の新人戦でも今回の個人戦でも準決勝で当たり、
ストレートで勝っている中村・樫尾が比較的相性の良さを感じているのか、終始落ち着いてプレーし、リードを保っ
たまま2―0で勝利した。2複の馬場・櫨（市邨）と三石・西尾（城西）の対戦は、市邨ペアのミスに助けられて1ゲー
ム目を城西ペアが取ったが、2ゲーム目以降は市邨ペアが安定したラリー展開を見せ、要所をしっかりと決め勝
ち切った。
その後の1単は、市邨が1年生エースの渡邊、城西がシングルスを得意とする後藤を持ってきた。1ゲーム目
中盤までは後藤も良くシャトルを拾い競った展開であったが、インターバル後は渡邊が昨年度JOC愛知県予選を
中学生ながら制した実力を発揮し、ストレートで勝利をおさめチームの勝ちを決めた。
試合後キャプテン馬場は「ここ2年全国ベスト8という目標に届いていない。今年は自分たちが達成し、市邨の
名前を全国に広めたい」と語った。

はりーあっぷジュニア

TOYOKAWA Jr.B.C

女子は秋の新人戦で敗れた市邨が城西に挑む昨年度と同じ形となった。1複は馬場・縣（城西）の1年生ペ
アと向井・清田（市邨）の対戦となった。1ゲーム目は城西ペアが強気なプレーで押し切って取り、2ゲーム目は
市邨ペアが逆に攻め続けて取り返す。ファイナルゲームに入ると序盤から中盤にかけて市邨ペアが大きくリードを
広げるものの、インターバル後に城西ペアが追い上げ18オールとなる。19本目のラリーは、城西ペアが攻め続け、
それを市邨ペアがしのぎ続け、何本続いたかわからないくらい長いラリーを、市邨ペアが驚異的な粘りで取り切っ
た。その流れに乗り一気に畳み掛けて試合を決めた。同時並行で行われた2複は、稲垣・岡島（市邨）と永平・
伊藤（城西）の対戦となった。1ゲーム目中盤までは競った展開であったが、後半から市邨ペアが勢いに乗って
攻め立て勝利を手にした。1単は後日行われた個人戦単も制した市邨2年生伊藤が、城西3年生松久保を高い
ラリー力で圧倒した。
キャプテンの向井は、「選抜で全国ベスト8を目
指して戦ってきた昨年の秋の新人戦では気持ち
で負けてしまった。今回の総体予選ではどんな
に苦しい場面でも強い気持ちでやっていこうと誓
い、勝ち切ることができた。インターハイは、ベ
スト8という目標を実現させたい」と話した。
個人戦においては、市邨・城西の選手だけ

ではなく、男子は愛工大名電、女子は安城学園、
豊川などの選手たちも目覚ましい活躍を見せ、
素晴らしいプレーが随所にみられた。特に女子
複の安城学園、西村・藤井組は市邨・城西
以外の選手で久しぶりに全国への切符を手にし
た。

なお、6月16日、17日に岐阜県大垣市で行われた東海総体においても、学校対抗戦を男女とも名経大市邨
高校が制した。8月の佐賀インターハイでは両キャプテンが目標として挙げているベスト8はもとより、さらに上を目
指して健闘を願うばかりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員　大村悠介）

第78回　全国高等学校総合体育大会　愛知県大会
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男子は初戦より大波乱。38回、39回大会に愛知県代表

として出場し、全国優勝を果たした西尾ジュニアが今大会
も本命と思われていた中、Aブロック初戦で僅差ではあるが
まさかの敗退。その勝者、師勝ジュニアがリーグトップで決
勝に進出。Cブロックからは愛知県予選会2年連続準優勝
だったはりーあっぷジュニアに勝利したTOYOKAWA 
Jr.B.Cが決勝に進んだ。5年生ダブルスがファイナルゲーム
までもつれ込んだ決勝戦はTOYOKAWA Jr.B.Cが制し、
全国大会への切符を手にしました。
女子は38回、39回に全国大会で優勝・準優勝を決めた

はりーあっぷジュニアが今大会もあぶなげなく試合を進め、
全国大会への出場を決めました。
8月に京都府長岡京市で行われる全国大会では、実力を
発揮し思い切りのよい試合をしてほしいです。 　　　　　
　　　　　　　　　　　　 （小学生連盟　鈴木由紀江）

令和６年５月18、19、25，26日に、パロマ瑞穂アリーナや他体育館で、８月に佐賀県で行われるインターハ
イに向けた県予選大会が開催された。今年は力のある選手が様々な学校に分散していることもあり、１回戦か
ら予断を許さないマッチが続き、1本のラリーの結果でチームの勝敗が変わるような緊迫した展開が多く見られた。

初日に行われた学校対抗戦決勝は,男女ともに名経大市邨高校と、岡崎城西高校の対戦となった。
男子は両校ともに準決勝まで相手を寄せ付けず危なげなく3－0のストレートで勝ち上がってきた。決勝の1複

は中村・樫尾（市邨）、加古・植木（城西）の対戦で、個人戦でもよく顔を合わせる組み合わせとなった。昨年
度個人戦で総体へ行っている加古・植木に対してだが、昨年の新人戦でも今回の個人戦でも準決勝で当たり、
ストレートで勝っている中村・樫尾が比較的相性の良さを感じているのか、終始落ち着いてプレーし、リードを保っ
たまま2―0で勝利した。2複の馬場・櫨（市邨）と三石・西尾（城西）の対戦は、市邨ペアのミスに助けられて1ゲー
ム目を城西ペアが取ったが、2ゲーム目以降は市邨ペアが安定したラリー展開を見せ、要所をしっかりと決め勝
ち切った。
その後の1単は、市邨が1年生エースの渡邊、城西がシングルスを得意とする後藤を持ってきた。1ゲーム目
中盤までは後藤も良くシャトルを拾い競った展開であったが、インターバル後は渡邊が昨年度JOC愛知県予選を
中学生ながら制した実力を発揮し、ストレートで勝利をおさめチームの勝ちを決めた。
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名経大市邨

女子は秋の新人戦で敗れた市邨が城西に挑む昨年度と同じ形となった。1複は馬場・縣（城西）の1年生ペ
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市邨ペアが逆に攻め続けて取り返す。ファイナルゲームに入ると序盤から中盤にかけて市邨ペアが大きくリードを
広げるものの、インターバル後に城西ペアが追い上げ18オールとなる。19本目のラリーは、城西ペアが攻め続け、
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た。その流れに乗り一気に畳み掛けて試合を決めた。同時並行で行われた2複は、稲垣・岡島（市邨）と永平・
伊藤（城西）の対戦となった。1ゲーム目中盤までは競った展開であったが、後半から市邨ペアが勢いに乗って
攻め立て勝利を手にした。1単は後日行われた個人戦単も制した市邨2年生伊藤が、城西3年生松久保を高い
ラリー力で圧倒した。
キャプテンの向井は、「選抜で全国ベスト8を目
指して戦ってきた昨年の秋の新人戦では気持ち
で負けてしまった。今回の総体予選ではどんな
に苦しい場面でも強い気持ちでやっていこうと誓
い、勝ち切ることができた。インターハイは、ベ
スト8という目標を実現させたい」と話した。
個人戦においては、市邨・城西の選手だけ

ではなく、男子は愛工大名電、女子は安城学園、
豊川などの選手たちも目覚ましい活躍を見せ、
素晴らしいプレーが随所にみられた。特に女子
複の安城学園、西村・藤井組は市邨・城西
以外の選手で久しぶりに全国への切符を手にし
た。

なお、6月16日、17日に岐阜県大垣市で行われた東海総体においても、学校対抗戦を男女とも名経大市邨
高校が制した。8月の佐賀インターハイでは両キャプテンが目標として挙げているベスト8はもとより、さらに上を目
指して健闘を願うばかりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員　大村悠介）

優勝

準優勝

第３位

複 単学校対抗 複 単学校対抗

男　子 女　子

名経大市邨

岡崎城西

愛工大名電

豊川

中村・樫尾（市邨）

馬場・櫨（市邨）

植木・加古（城西）

小川・松ケ下（名電）

渡邊（市邨）

三ツ石（城西）

中村（市邨）

高野（城西）

名経大市邨

岡崎城西

星城

安城学園

向井・清田（市邨）

西村・藤井（安学）

田中・森（豊川）

伊藤・阿保（市邨）

伊藤（市邨）

向井（市邨）

岡島（市邨）

稲垣（市邨）
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　田原市を拠点として活動しているクラブチームT-Jump Jr.で
ダブルスを組むふたり。
　4月に行われた第144回春季愛知県新人バドミントン大会女子
複の部で優勝、第49回愛知県中学生バドミントン大会女子複の
部ではベスト4の成績をおさめたペアです。
　田原市では昨年度まで、学校単位でしか中体連の試合に出
場することができなかったのですが、今年度からバドミントン競技
の地域クラブ活動参加が正式に認められました。ジュニアから

切れ目なく、より長くバドミントンに打ち込むことができるこの制度は大歓迎で、クラブチームとして参加する初めての
中学生大会で優勝を狙っていた分、ベスト4は悔しさが残る結果となりました。
「勝てた試合で勝ち切ることができなかった。この成績に満足することなく、全中に出場し、上位入賞すること
が目標」と話し、今の課題は「メンタルを強くしたい」と2人は口を揃えます。
技術面だけでなく、精神的な部分をレベルアップするために、この環境を当たり前と思わず1日1日を大切にし、
常に高い意識をもって、気持ちを新たに、日々 練習に取り組んでいます。
この夏は、県大会優勝、全中出場という、中学生の集大成としての目標達成に向け、前進し続けていきます。
応援よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（T-Jump Jr.コーチ　河辺美颯）

この欄は、連載のコーナーとして県内各チームの紹介や
その他の記事を皆さんに続けてお届けしています。
今回は

を紹介します。

レディース連盟　　岡崎フェニックス

今年で創立32年。創設したレジェンドたち
も現役で頑張っていますし、フレッシュな20代
も在籍しており、幅広い年齢層のクラブチー
ムです。総勢111名。岡崎市内の体育館で
大会に向けて練習をしています。
実業団出身者も在籍しており、不定期で

すが講習会の開催などもある、とても良い環
境です。大所帯での講習会は大変なのです
が、少しでも上達したいという強い気持ちの
受講者に応えて指導者も一生懸命取り組ん
でいます。
その日々 の練習の成果は全国大会レベルへと繋がり、全日本レディースバドミントン選手権大会クラブ対
抗の部で、一昨年の北海道大会で3位入賞、昨年の長崎大会で準優勝という輝かしい成績を収めました。
開催地が遠方にも関わらず、たくさんの仲間が現地に応援に行き、声を枯らして大声援を送りました。色々
な支えがあった32年という歴史がチームの団結力を育んだのだと思います。
新しい試みとして、一昨年からライン公式アカウントを開設して活動報告をしています。まだ手探り状態

ですが、興味を持ってもらえれば…と思っています。
今年度もたくさんの大会があるので、チーム一丸、切磋琢磨して頑張ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡崎フェニックス代表者　加納千都世）

（左）宮本紗季　（右）米田悠花

みや もと  さ   き

宮本紗季
（豊橋市立東部中学校３年）

 よね  だ   ゆう か

米田悠花
（豊橋市立本郷中学校３年）
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市町村だより
知多市スポーツ協会バドミントン連盟
令和6年5月12日（日）メディアス体育館ちたで、第99

回知多市民バドミントン大会を開催しました。
男子、女子とも広く参加しやすいように、一般（ダブ

ルス）は、1～4部を設定しました。30チーム（60人）参加。
また小学生（シングルス）も共催し、47人が参加。
進級した最初の大会でもあるので、父兄の盛大な応
援を受けながら熱戦を繰り広げました。

優勝種目 準優勝 3位
男子ダブルス
（1部）

男子ダブルス
（2部）

男子ダブルス
（3部）

男子ダブルス
（4部）

女子ダブルス
（1部）

女子ダブルス
（2部）

女子ダブルス
（3部）

女子ダブルス
（4部）

戸田　英寿
濵野　翠斗
（けっぱれ）
藤井　哲也
土井　基裕
（知多）
浅田　昌佳
浅沼　　博
（あさあさ）
賢生　季隆
高橋翔太朗
（知多J）
木村　真菜
前田　百花
（けっぱれ）
岩本　莉奈
河村　夢来
（つつじ）
中井　路子
山田かねみ
（旭桃ステ）
大島美代子
辻　みどり
（つつじ）

永野　太一
橋本　賢治
（佐布里）

山田　祐貴
佩川　智広
（ZERO）

早川　雅子
臼沢　純子
（とことこ）
竹ノ下千春
高橋　昌子
（とことこ）

森田　貴士
貝原健太郎
（けっぱれ）
松本　永遠
石川　空音
（岡田）
服部　大希
加藤　佑奈
（日長）

山田　栞
渡邉　梓
（つつじ）

小笠原みゆき
田中　真利子
（つつじ）
山本　佳美
後藤久美子
（岡田）

6年以下男子
シングルス

5年以下男子
シングルス

6年以下女子
シングルス

5年以下女子
シングルス

4年以下
シングルス

堀越　直人
（新知J）

飯田　凪海
（知多J）

立岩　希衣
（新知J）

青木　美璃
（旭北J）

濱野　晃斗
（新知J）

竹ノ下大悟
（知多J）

神谷　芽吹
（旭北J）

早川　莉秀
（新知J）

櫛田　怜愛
（八幡）

深川　雅晴
（新知J）

西　玲杜
（知多J）

恒川　遼太
（八幡）

蜷川　皐
（知多J）

青木　咲璃
（旭北J）

早川　梨奈
（旭北J）

池尾　颯太
（知多J）

池山　紗弓
（新知J）

今井　奏馬
（新知J）

一宮バドミントン協会
◆一宮市みんなで楽しくバドミントン大会
2月18日木曽川体育館にて開催しました。参加者

は35名。

◆一宮市民総合バドミントン大会
3月31日一宮市総合体
育館にて男女混成団体
戦を開催しました。参加
は38チーム（241名）。
総合的にチームとして勝
つ た め の 作 戦（オー
ダー）を考え、勝利の瞬
間はみんなで盛り上が
り、団体戦ならではのチームワークを強く感じました。

優勝

Ｅチーム

準優勝

Ｃチーム

3位

Ａチーム総合的に

優勝種  目

１部

2部

3部

シニアA

シニアB

大胸筋クラブ

寄せ鍋

中野家の５姉妹

他力本願

チーム青空

小椋久美子さんが会長に就任されたこ
とでも話題の日本エアバドミントン連盟が、
2024年9月14日（土）愛知県碧南市にてエ
アバドミントン2024愛知大会を開催します。
賞金付きの大会となっていますので、皆
様奮ってご参加ください!

詳細は愛知県バドミントン協会公式サイト
のお知らせでご確認ください。

日時：2024年9月14日（土）　9:00～（開場・受付8:15～）
※開始・終了時刻は前後する場合があります。
※小雨決行。荒天（大雨、風速5m以上）の場合は、9月15日（日）
　に延期します。
※前日の12時までに開催・中止についてHPにてお知らせします。
順次、参加者にもご連絡します。
場所：碧南ビーチ碧南緑地ビーチコート（碧南市港本町1番地1）
内容：①男子トリプルス（3対3）
　　  ②女子トリプルス（3対3）の各個人戦（15歳以上）
参加費：6,000円／1組（高校生4,500円／ 1組）＊会員登録費含む
※2024年度日本エアバドミントン連盟会員登録済みの方および 
　第2回エアバドミントン大会参加者は、3,000円／1組となります。

☆エアバドミントンとは？
日本エアバドミントン連盟HP↓
URL：https://japan-airbadminton.jp/

「エアバドミントン大会in愛知2024」開催のお知らせ



〒453-0851
名古屋市中村区畑江通6-14
　広報委員長　浅井　淳（あさい じゅん）

公式サイトアドレス
https://www.badminton-aichi.com/
Eメールアドレス
info@badminton-aichi.com

－6－

連絡
投稿

編集後記
重要なお知らせです。
「バドミントン愛知」は年4回、長期にわたり「広報誌」
として発行してきましたが、今165号から「WEB版」の
みの発行となります。公式サイトに引き続きカラーバー
ジョンで掲載しますので、そちらでお楽しみください。
公式サイトは大会情報とお知らせをメインに運営して

います。広報誌「バドミントン愛知」では、大会結果に
は載ってないけど頑張っているジュニアや、地域で熱
心に活動しているクラブチームなどを取り上げていきま
す。また愛知県バドミントン協会加盟の各市町村連盟
（協会）のニュースも引き続き紹介していく予定です。
広報取材をお願いしたときには、これまでと変わら

ず、快く笑顔でのご協力をお願いします。
（広報副委員長　鈴木勝男）

第12回 「プレーの継続、
　　不品行な振舞い、罰則③」池上 信之

審 判 連 載 ルールブック講座 

　　競技規則第16条第2項（インターバル）第4項
（1）（プレーの遅延）第5項（2）（主審の許可なしに
コートを離れる）第6項（プレーを故意に遅らせた
り、中断させることなど）の行為があった場合には、
本条第7項（違反に対する処置）をとります。
　①違反したサイドに警告をする（イエローカードを
　出す）
　②1度警告を受けた後、再び違反した場合は、
　そのサイドをフォルトとする（レッドカードを出す）
　③目に余る不品行な振舞い、執拗な違反に対し
　ては、その違反したサイドをフォルトとする（レッ
　ドカードを出す）
　　ダブルスにおいて、ペアがイエローカードを出さ
れた場合、次にもう1人のペアが違反した場合は
即レッドカード（フォルト）の判定となります。また、
警告（イエローカード）は1回しか出しません。その
後は、フォルト（レッドカード）となります。注意してく
ださい。

愛知県バドミントン協会の独自企画として「バドミントンAICHIフェスタ」を2023年度より実施しています。
2024年度は令和6年8月16日（金）に講師としてNTT東日本バドミントン部の川前直樹監督と、所属SJリーガー
4名（HP上メンバー発表予定・調整中）を招聘し、メディアス体育館おおぶでバドミントン教室を開催します。

　　　　　　　　川前監督略歴： 2012年ロンドンオリンピックMD出場・オリンピアン
　　　　　　　　　　　　　　　 2012年スイスオープンMD優勝

無料体験コーナーも用意しますので、バドミントンに興味関心がある身近な皆様をお誘いあわせいただき、たくさ
んの参加、申し込みをお待ちしています。
詳細は愛知県バドミントン協会公式サイトのお知らせでご確認ください。

「バドミントンAICHIフェスタ2024 in大府」開催決定！


